
[三訂版オリジ・スタンm受 基本問題13]
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受基本問題14]

ノ〒v2″ -3+1のグラフと直線夕="″+2が共有点をもつような実数″の値の範囲を求めよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題A53]

関数ッ=辮 …̈①のグラフは点(1,9を通り,ノ =1を漸近線にもつ。

定数ク,ら の値を求めよ。

①のグラフを利用して,不等式1芳幸÷
>″ -2を解け。
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[三訓仮オリジ・スタンⅢ受問題A54]

クを正の実数とする。″≧0の とき,ノ =α
″~1が

とりうる値の範囲を求めよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅡI受 問題A55]

座標平面の2点 A(1,21,B13,Olに対して,BP― AP>2を満たす点Pの存在する範囲を座標平面上に図示せよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題A56]

曲線ノ=V2″ +3と直線ノ=″ -1の共有点の″座標を求めると″=′ |   |である。
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不等式V4″―″2>3-″ を解け。

不等式Vα
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題A58]

不等式ν'α″+う >″ -2(クキ0)を満たす夕の範囲が3<″ <6となるとき,|ク +Jの値を求めよ。●
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E訂版オリジ・スタンⅢ受例題□
実数″に関する方程式V″-1-1=女″―わが解をもたないような負の数力の範囲を求めよ。し.
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題B59]

関数 y=″ +|ター′1のグラフ上の点で,″ 座標がαである点をPとする。実数クの値が変化するとき,点 Pの軌

跡を求めよ。

1 方程式 v′″+2=′ +レーd力軋相異なる2つの実数解をもつような定数クの値の範囲を求めよ。 12.na株ぇ)
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[三.Thオリジ・スタンⅢ受問題B60]

′を正の実数とするとき,14+1引 =′ の表す″夕平面上の図形を図示せよ。

αをク≧0を満たす実数とする。″,ノ が連立不等式
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[三訂版オリジ・スタンШ受問題B61]

点A(ク,夕 )は中心Oo Ol,半径1の円の内部およびその周上を動き,点 P(,,α)は中心O′ 14,Ol,半径1の円の

内部およびその周上を動くとする。このとき,力 =鵠 とおく。

直線APの傾きを物 とする。ルを″を用いて表せ。

力の値のとりうる範囲を求めよ。
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